
0

第5回検討会における指摘と対応事項

平成28年9月9日

国土交通省 北陸地方整備局 千曲川河川事務所

資料-2

第6回千曲川中流域砂礫河原再生検討会
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1.検討会における指摘と対応の方向 (1)第5回検討会の資料概要

○第5回砂礫河原保全再生検討会での資料概要

H27施工

H28施工予定

H26施工

冠着橋

平和橋

第5回では以下の3項目について議論を実施
■モニタリング結果

事後モニタリング：H26施工箇所（砂礫再生箇所の植生の再繁茂状況など）
事前モニタリング：H27施工箇所、H28施工予定箇所

H28施工について
H28施工予定箇所については以下の項目を説明
・掘削上の配慮：カワラヨモギ群落やわんど、たまりの保全
・掘削コンセプト：冠水頻度が年1回となる高さの掘削
・掘削効果の予測：二次元河床変動計算による効果予測

■優先整備レベル
優先度の高い事項の整理から以下の3項目の重複度を考慮し優先整備レベルを設定
①緊急性（注目種）：カワラヨモギ群落面積が多い箇所
②継続性（地域利用）：地域の利用が見込める箇所
③砂礫河原：約10年に1回発生する洪水でも砂礫河原の自立回復が困難な箇所

施工箇所位置図

以上の項目に対する検討会での指摘及びその対
応は次ページの通り
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1.検討会における指摘と対応の方向 (2)指摘対応

検討会における指摘 対応

洪水規模についてはH25洪水規模だけでなく、その
他の洪水規模についても実施しているか？

・10年間での各種洪水規模が複合した長期予測でも予測を実
施し、砂礫整備箇所の安定性を確認（p3参照）

平成28年度掘削予定箇所について

検討会における指摘 対応

事業予定箇所が礫河原再生に適した箇所なのか、事
前に試掘等で礫層が存在していることを確認してお
いた方がよいのではないか？

・露頭部及び砂州上面からの検土杖より砂礫層の分布を確認
（p4参照）

湧水は、たまりと低水路の水位との標高差を観測す
ると伏流水の還元量が簡単に推定できるため、その
様な調査もしていけば他地域での保全にもつながる
のではないか？

・たまり上流端と、たまりにつながる流路跡上流端で水位を
同時計測し、伏流水の状況を今後技術部会、モニタリング
部会へ報告する

H26、H27、H28と近い区間で施工している為、H26
～H28一体での大きな視点での評価が必要ではない
か？

・今後の調査結果は施工箇所別の評価だけでなく、一体的な
視点も踏まえて評価を実施

事業実施直後は外来種が侵入したとしても、出水に
よって本来の在来植生に変わるという礫河原再生に
よる成果を示すため、春季から夏季にかけての植生
の状況も把握しておいた方がよいのではないか ？

・施工後初年度は、出水前の春季(6月頃)・夏季(8月頃)に平面
掘削箇所の植生図作成・群落組成調査を実施

モニタリング計画について



地盤高コンター図 地盤高差分コンター図等（○○年－初期河床）

初期地盤高

－

9年後
（2013年末）

10年後
（2014年末）

対応：
・H25洪水規模以外として、近年10年程度（H16～H25年）の洪水流況から予測計算して維持状況を確認
・対応結果：予測結果から概ね10年間の変動は±0.2m程度であり、安定していると判断
（「河道計画検討の手引き」では10年で概ね0.3～0.4mが安定の目安）
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1.検討会における指摘と対応の方向 (2)指摘対応：平成28年度掘削予定箇所

指摘：洪水規模についてはH25洪水規模だけでなく、その他の洪水規模についても実施しているか

H27施工箇所

H28施工予定箇所



4

■Ｈ28年度掘削箇所周辺の礫層面（礫河原面）の標高計測
・礫河原および露頭部：礫層天端の標高を計測
・土砂堆積箇所：検土杖を用いて表層高より礫層面の標高を推定

■礫層天端標高の推定
・掘削部礫面高：T.P.+361.6m～361.8に分布：平均標高をT.P.+361.7mと推定
→掘削部の礫層面標高（361.7m） ≧ 掘削面（361.1～361.7m）であり、礫河原再生時には表面
に礫層が露出すると推定

E:361.7m

D:361.4m

C:361.1m

F:361.8m

G:361.1m H:360.9m

I:361.6m

J:361.6m

K:362.3m※

M:361.8m

L:361.8m

N:360.9m

A:360.4mB:360.3m

掘削砂州面高平均
361.7m

水際礫面高平均
360.5m

B：水際部 E：堆積箇所

H：礫河原 L：礫河原（上流側）

※K地点については、検土杖の推定
値であり、周辺の計測値とより高い
ため平均値算定には用いていない

T.P.+360.5m

掘削範囲横断イメージ図（AーＡ）

T.P.+361.7m 1.5～2.0m

掘削高：
TP361.1～361.7m

：掘削部礫面計測高

：掘削部以外の計測高

：水際部礫面計測高

：検土杖による推定値

（礫層）

（堆積土（砂））

○Ｈ28年度掘削箇所の礫層面の標高確認結果

1.検討会における指摘と対応の方向 (2)指摘対応：モニタリング計画

◆検土杖での
計測状況

H28施工予定箇所
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1.検討会における指摘と対応の方向 (2)指摘対応

検討会における指摘 対応

カワラヨモギ面積がポイントであるが、本当は減少
が激しい場所を対象とすべきではないか?

・カワラヨモギ群落の経年分布変化不明（水国では殆ど確認され
ておらず、昨年度に本検討会での調査で新たに確認）

・カワラヨモギの減少場所が把握できない為、本検討の通り、
今後減少しそうな箇所での再生を優先

希少種を守る場合は、上流・下流の個体群の維持の
され方を踏まえた整備の視点が重要であり、どう考
えているか？

・カワラヨモギの種子拡散には風と洪水があり、主に下流方
向へ拡散

・拡散距離は風や洪水の程度により変化するため、カワラヨ
モギを考慮した整備は上流からを基本として設定

（p6参照）

粟佐ではシードバンクの視点から表層土壌を取り除
き土中の以前いた植物の復活を考えていたが、カワ
ラヨモギもその様な視点があるかもしれない。

・「多くの河原固有植物はシードバンクをつくらない」※事か
らカワラヨモギも同様と推測されるため、シードバンクに
よる再生までは考慮せず

※「レッドデータブックとちぎ」より

掘削土は、土中の外来種の種子により搬出先での外
来種拡散の恐れもある

・掘削土の土砂利用は、表土を使用しない他、搬出先でも被
覆部の盛り土に利用しない等、搬出先と協議しながら実施

・砂礫河原の再堆積管理基準が必要
（但し、管理基準に達した場合には維持管理という予算が少
ない中での対応と思われる。）
・自然再生事業だけではなく維持管理や河川改修も
併せたトータルの礫河原の再生～管理の視点が必要

・これまでの施工及びモニタリング結果を分析し、今後管理
基準を検討

・トータルの礫河原の再生～管理については、今後検討

今後の整備箇所に関する指摘と対応
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各整備レベルでの整備はカワラヨモギの種子が拡大し易い様、上流側から下流へ整備
H27,H28施工は、H26施工箇所から順次下流側へ整備
H29以降は104.5kの整備後、レベル２を上流側から順次整備

1.検討会における指摘と対応の方向 (2)指摘対応：今後の整備箇所
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：優先レベル3（ ①、②、③のどれか1つが該当）

：優先レベル2（①、②、③のどれか2つが該当）

②地域利用

③砂礫河原

外来種

①カワラヨモギ群落

H27

距離標

距離標

距離標

：（既往整備箇所)
：優先レベル1（①、②、③の３つが該当）

※冠水頻度年1回未満かつ1/10洪水確率規模での無次元掃流力0.06未満の砂礫河原面積縦断図

右岸

距離標

左岸

89 9084 85 86 87 8882 83 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 106 107 108 109101 102 103 104 105

H28 H26 H29
（案）各整備レベルで上流側から整備

：優先レベル4（外来種が多く分布している箇所）


